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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス広域ネットワーク、すなわちＷＷＡＮ、サブフレームの利用可能性を決定す
ることと、
　前記ＷＷＡＮサブフレームが利用可能な場合に、ピアツーピア通信のために前記ＷＷＡ
Ｎサブフレームを利用することと、
　を備え、ここにおいて、前記ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定することは、
　　第２のＷＷＡＮサブフレームのエネルギーを決定することと、ここにおいて、前記WW
ANサブフレームと前記第２のWWANサブフレームとは、同一のフレーム内にある、
　　前記第２のＷＷＡＮサブフレームの前記決定されたエネルギーに基づいて、前記ＷＷ
ＡＮサブフレームの使用が、ＷＷＡＮ通信への干渉を引き起こすか否かを決定することと
、
　を備える、装置によって実行される、時分割複信を使用するワイヤレス通信の方法。
【請求項２】
　前記ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定することは、
　前記ＷＷＡＮサブフレームがアイドルであることを示す情報を受信すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記情報は、発展型ノードＢ、すなわちｅＮＢ、または前記ｅＮＢと通信しているユー
ザ機器、ＵＥ、のうちの１つから受信される、請求項２に記載の方法。
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【請求項４】
　前記情報は、発展型ノードＢ、すなわちｅＮＢ、からのシステム情報ブロック、すなわ
ちＳＩＢ、物理ダウンリンク制御チャネル、すなわちＰＤＣＣＨ、無線リソース制御、す
なわちＲＲＣ、シグナリング、または物理制御フォーマットインジケータ制御チャネル、
すなわちＰＣＦＩＣＨ、の非検出を介して受信される、請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームはアップリンクサブフレームであり、前記ＷＷＡＮサ
ブフレームはダウンリンクサブフレームであり、前記エネルギーはユーザ機器、すなわち
ＵＥ、のアップリンク送信から決定され、前記ダウンリンクサブフレームの使用が干渉を
引き起こすか否かを決定することは、前記ピアツーピア通信が前記ＵＥへの干渉を引き起
こすか否かに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームはダウンリンクサブフレームであり、前記ＷＷＡＮサ
ブフレームはアップリンクサブフレームであり、前記エネルギーは発展型ノードＢ、すな
わちｅＮＢ、のダウンリンク送信から決定され、前記アップリンクサブフレームの使用が
干渉を引き起こすか否かを決定することは、前記ピアツーピア通信が前記ｅＮＢへの干渉
を引き起こすか否かに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＷＷＡＮサブフレームおよび前記第２のＷＷＡＮサブフレームは、同一のＷＷＡＮ
サブフレームであり、前記ＷＷＡＮサブフレームの使用が干渉を引き起こすか否かを決定
することは前記決定されたエネルギーがしきい値を下まわるか否かに基づく、請求項１に
記載の方法。
【請求項８】
　ワイヤレス広域ネットワーク、すなわちＷＷＡＮ、サブフレームの利用可能性を決定す
るための手段と、
　前記ＷＷＡＮサブフレームが利用可能な場合にピアツーピア通信のために前記ＷＷＡＮ
サブフレームを利用するための手段と、
　を備え、ここにおいて、前記ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定するための手段
は、
　　第２のＷＷＡＮサブフレームのエネルギーを決定することと、ここにおいて、前記WW
ANサブフレームと前記第２のWWANサブフレームとは、同一のフレーム内にある、
　　前記第２のＷＷＡＮサブフレームの前記決定されたエネルギーに基づいて、前記ＷＷ
ＡＮサブフレームの使用がＷＷＡＮ通信への干渉を引き起こすか否かを決定することと、
　を行なうように構成される、時分割複信を使用するワイヤレス通信のための装置。
【請求項９】
　前記ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定するための手段は、
　前記ＷＷＡＮサブフレームがアイドルであることを示す情報を受信するように構成され
る、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記情報は、発展型ノードＢ、すなわちｅＮＢ、または前記ｅＮＢと通信しているユー
ザ機器、すなわちＵＥ、のうちの１つから受信される、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記情報は、発展型ノードＢ、すなわちｅＮＢ、からのシステム情報ブロック、すなわ
ちＳＩＢ、物理ダウンリンク制御チャネル、すなわちＰＤＣＣＨ、無線リソース制御、す
なわちＲＲＣ、シグナリング、または物理制御フォーマットインジケータ制御チャネル、
すなわちＰＣＦＩＣＨ、の非検出を介して受信される、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームはアップリンクサブフレームであり、前記ＷＷＡＮサ
ブフレームはダウンリンクサブフレームであり、前記エネルギーはユーザ機器、すなわち
ＵＥ、のアップリンク送信から決定され、前記ダウンリンクサブフレームの使用が干渉を
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引き起こすか否かを決定することは、前記ピアツーピア通信が前記ＵＥへの干渉を引き起
こすか否かに基づく、請求項８に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームはダウンリンクサブフレームであり、前記ＷＷＡＮサ
ブフレームはアップリンクサブフレームであり、前記エネルギーは発展型ノードＢ、すな
わちｅＮＢ、のダウンリンク送信から決定され、前記アップリンクサブフレームの使用が
干渉を引き起こすか否かを決定することは、前記ピアツーピア通信が前記ｅＮＢへの干渉
を引き起こすか否かに基づく、請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ＷＷＡＮサブフレームおよび前記第２のＷＷＡＮサブフレームは、同一のＷＷＡＮ
サブフレームであり、前記ＷＷＡＮサブフレームの使用が干渉を引き起こすか否かを決定
することは前記決定されたエネルギーがしきい値を下まわるか否かに基づく、請求項８に
記載の装置。
【請求項１５】
　請求項１－７のうちのいずれか一項にしたがった方法をコンピュータに実行させるため
のコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本開示は、一般に通信システムに、より具体的には、広域ネットワークにおけ
るピアツーピアリンクのオポチュニスティックスケジューリングに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　電話通信、映像、データ、メッセージング、ブロードキャストといったさまざ
まな電気通信サービスを提供するために、ワイヤレス通信システムが広く展開されている
。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域幅、
送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることができる多
元接続技術を用いうる。このような多元接続技術の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）
システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）シス
テム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多
元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤ
ＭＡ：time division synchronous code division multiple access）システムを含む。
【０００３】
　[0003]　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスに、市区町村レベル、国
レベル、地方レベルだけでなく、世界的なレベルでの通信を可能にさせる、共通のプロト
コルを提供するために、さまざまな電気通信規格に採用されている。台頭してきた電気通
信規格の例は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パ
ートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）によって公表された、ユニバーサルモバイルテレ
コミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）モバイル規格を向上させたもののセットである
。それは、スペクトル効率を改善すること、コストを下げること、サービスを改善するこ
と、新たなスペクトルを利用すること、および、ダウンリンク（ＤＬ）にＯＦＤＭＡを、
アップリンク（ＵＬ）にＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技
術を使用して、より適切に他のオープン規格に組み込むことによって、モバイルブロード
バンドインターネットアクセスをより快適にサポートするように設計されている。しかし
ながら、モバイルブロードバンドアクセスの需要が増加し続けるのに伴い、ＬＴＥ技術に
はさらなる改良が必要とされている。望ましくは、これらの改良は、これらの技術を用い
るその他の多元接続技術および電気通信規格に適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００４】
　[0004]　ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）シナリオにおいて、モバイル端末間
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での通信は、モバイル端末と基地局（すなわち、ＷＷＡＮリンク）との間のアップリンク
／ダウンリンクチャネルを通して容易にされる。しかしながら、さまざまなタイプのアプ
リケーションのために、少ない量の情報の頻繁な通信の効率的な手段が必要である。さら
に、少ない量の情報の頻繁な通信が、大量のシグナリングオーバーヘッドを必要としない
場合は、有利でありうる。これらの必要に応えるために、ピアモバイル端末またはデバイ
スは、既存のＷＷＡＮ通信の品質に影響を与えることなく、少ない量の情報を通信するた
めの直接のピアツーピアリンクを確立しうる。本開示の態様では、ワイヤレス広域ネット
ワーク（ＷＷＡＮ）サブフレームの利用可能性が決定される方法、コンピュータプログラ
ム製品、およびワイヤレス通信の装置が提供され、ＷＷＡＮサブフレームが利用可能な場
合、ＷＷＡＮサブフレームがピアツーピア通信のために利用される。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１】図１は、ネットワークアーキテクチャの例を示す図である。
【図２】図２は、アクセスネットワークの例を示す図である。
【図３】図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を示す図である。
【図４】図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を示す図である。
【図５】図５は、ユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの例
を示す図である。
【図６】図６は、アクセスネットワークにおける発展型ノードＢおよびユーザ機器の例を
示す図である。
【図７】図７は、異種ネットワークにおいて範囲が拡張されたセルラ領域を示す図である
。
【図８】図８は、ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）リンクを介して通信するピア
デバイスを例示し、ピアデバイスによるアイドルＷＷＡＮサブフレームのオポチュニステ
ィック使用を説明する図である。
【図９】図９は、ピアデバイス間のＷＷＡＮ通信によるＷＷＡＮリソースの占有を示す図
である。
【図１０】図１０は、ＷＷＡＮリンクを介して通信するピアデバイスを示し、ＷＷＡＮリ
ンクからの距離に依存するＷＷＡＮサブフレームのオポチュニスティックな使用を説明す
るための図である。
【図１１】図１１は、ピアデバイス間のＷＷＡＮ通信によるＷＷＡＮリソースの占有を示
す図である。
【図１２】図１２は、ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図１３】図１３は、ワイヤレス通信の方法のフローチャートである。
【図１４】図１４は、典型的な装置における異なるモジュール／手段／コンポーネント間
のデータフローを示す概念的データフロー図である。
【図１５】図１５は、処理システムを用いる装置のためのハードウェアのインプリメンテ
ーションの例を示す図である。
【詳細な説明】
【０００６】
　[0020]　添付の図面に関連して以下に述べられる詳細な説明は、さまざまな構成の説明
を意図したものであり、本明細書において説明される概念が実現されうる、唯一の構成を
表すことを意図したものではない。詳細な説明は、さまざまな概念の完全な理解を提供す
るために、具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細な
しに実現されうることが当業者にとって明らかになる。いくつかの例では、そのような概
念をあいまいにすることを避けるために、周知の構造およびコンポーネントが、ブロック
図の形態で示される。
【０００７】
　[0021]　ここでは、電気通信システムのいくつかの態様が、さまざまな装置および方法
に関連して提示される。これらの装置および方法は、以下の詳細な説明において説明され
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、添付の図面において、さまざまなブロック、モジュール、コンポーネント、回路、ステ
ップ、処理、アルゴリズム等（集合的には「エレメント」と呼ばれる）により例示されて
いる。これらのエレメントは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、またはこ
れらの任意の組み合わせを使用してインプリメントされうる。そのようなエレメントがハ
ードウェアとしてインプリメントされるかソフトウェアとしてインプリメントされるかは
、システム全体に課された特定の用途および設計の制約に依存する。
【０００８】
　[0022]　例として、エレメント、またはエレメントの任意の一部、またはエレメントの
任意の組み合わせは、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」でインプリメ
ントされうる。プロセッサの例には、本開示を通して説明されるさまざまな機能を実行す
るように構成された、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタルシグナルプ
ロセッサ（ＤＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマ
ブルロジックデバイス（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲートロジック、離散ハードウェア
回路、および他の適切なハードウェアが含まれる。処理システムにおける１つまたは複数
のプロセッサは、ソフトウェアを実行しうる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファーム
ウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語と呼ばれる場合も、それ
以外の名称で呼ばれる場合も、命令、命令のセット、コード、コードセグメント、プログ
ラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション
、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、
オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数、等を意味するものと
広く解釈されるべきである。
【０００９】
　[0023]　したがって、１つまたは複数の典型的な実施形態では、説明された機能は、ハ
ードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせでインプ
リメントされうる。ソフトウェアでインプリメントされる場合、これらの機能は、コンピ
ュータ読取可能な媒体上に、１つまたは複数の命令またはコードとして記憶されるか、あ
るいは１つまたは複数の命令またはコードとして符号化されうる。コンピュータ読取可能
な媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセス可
能な任意の入手可能な媒体であることができる。限定ではなく例として、そのようなコン
ピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の
光学ディスク記憶媒体、磁気ディスク記憶媒体もしくは他の磁気記憶デバイス、もしくは
命令あるいはデータ構造の形態で望ましいプログラムコードを搬送もしくは格納するため
に使用されることがありえ、コンピュータによってアクセス可能な任意の他の媒体を備え
うる。ここで使用したようなディスク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、コンパクトディス
ク（ｄｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄ
ｉｓｃ）、デジタル汎用ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディ
スク（ｄｉｓｋ）、およびブルーレイ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）を含むが、一般
的に、ディスク（ｄｉｓｋ）は、データを磁気的に再生する一方で、ディスク（ｄｉｓｃ
）はデータをレーザによって光学的に再生する。上記の組み合わせもまた、コンピュータ
読取可能な媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００１０】
　[0024]　図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を例示する図である。ＬＴ
Ｅネットワークアーキテクチャ１００は、発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Pa
cket System）１００と称されうる。ＥＰＳ１００は、1つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ
）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４と
、発展型パケットコア（ＥＰＣ）１１０と、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０と、オ
ペレータのＩＰサービス１２２とを含みうる。ＥＰＳは、他のアクセスネットワークと相
互接続することができるが、簡潔化のために、それらのエンティティ／インターフェース
は図示しない。図示されているように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当
業者が容易に理解するように、本開示全体を通して提示されるさまざまな概念は、回路交
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換サービスを提供するネットワークに拡張されることができる。
【００１１】
　[0025]　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６および他のｅＮＢ １０
８を含む。ｅＮＢ １０６は、ＵＥ １０２に対するユーザおよび制御プレーンプロトコル
ターミネーションを提供する。ｅＮＢ １０６は、Ｘ２インターフェース（例えば、バッ
クホール）を介して、他のｅＮＢ １０８に接続されうる。ｅＮＢ １０６はまた、基地局
、基地トランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、ベーシック
サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extende
d service set）、または何らかの他の適切な専門用語で称されうる。ｅＮＢ １０６は、
ＵＥ １０２のためのＥＰＣ １１０へのアクセスポイントを提供する。ＵＥ １０２の例
は、セルラ電話、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ラップト
ップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全地球測位システム、マルチメディアデバ
イス、映像デバイス、デジタルオーディオプレイヤ（例えば、ＭＰ３プレイヤ）、カメラ
、ゲーム機器、または任意の他の同様の機能を有するデバイスを含む。ＵＥ １０２は、
当業者によって、モバイル局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレ
スユニット、遠隔ユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デ
バイス、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端
末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアン
ト、あるいはその他適切な用語でも称されうる。
【００１２】
　[0026]　ｅＮＢ １０６は、Ｓ１インターフェースによってＥＰＣ １１０に接続される
。ＥＰＣ １１０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１１２、他のＭＭＥ１１４
、サービングゲートウェイ１１６、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ
１１８を含む。ＭＭＥ １１２は、ＵＥ １０２とＥＰＣ １１０との間のシグナリングを
処理する制御ノードである。一般に、ＭＭＥ １１２はベアラおよび接続管理を提供する
。全てのユーザＩＰパケットは、自身がＰＤＮゲートウェイ１１８に接続されたサービン
グゲートウェイ１１６を通して転送される。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、ＵＥ ＩＰア
ドレス割当てだけでなく、その他の機能も提供する。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、オペ
レータのＩＰサービス１２２に接続される。オペレータのＩＰサービス１２２は、インタ
ーネットと、イントラネットと、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）と、ＰＳス
トリーミングサービス（ＰＳＳ）とを含みうる。
【００１３】
　[0027]　図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２
００の例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００が、多数のセルラ領
域（セル）２０２に分割されている。より低い電力クラスの１つまたは複数のｅＮＢ ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラ領域２１０を有しうる。よ
り低い電力クラスのｅＮＢ ２０８は、遠隔ラジオヘッド（ＲＲＨ）と称されうる。より
低い電力クラスのｅＮＢ ２０８は、フェムトセル（例えば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）
）、ピコセル、またはマイクロセルでありうる。マクロｅＮＢ ２０４は、それぞれセル
２０２に別々に割り当てられ、セル２０２内のＵＥ ２０６すべてのために、ＥＰＣ１１
０にアクセスポイントを提供するように構成される。アクセスネットワーク２００のこの
例には集中コントローラが存在しないが、代替の構成では、集中コントローラが使用され
うる。ｅＮＢ ２０４は、無線ベアラ制御、アドミッション制御、モビリティ制御、スケ
ジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含む、
無線関連のすべての機能を担当する。
【００１４】
　[0028]　アクセスネットワーク２００によって用いられる変調および多元接続スキーム
は、展開されている特定の電気通信規格に依存して異なりうる。ＬＴＥの応用例では、周
波数分割複信（ＦＤＤ）および時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦ
ＤＭがＤＬに使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬに使用される。以下の詳細な説明から当業
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者が容易に理解するように、本明細書に提示されるさまざまな概念は、ＬＴＥの応用例に
よく適している。しかしながら、これらの概念は、その他の変調および多元接続技術を用
いたその他の電気通信規格にまで容易に拡張されうる。例として、これらの概念は、エボ
リューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）または
ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）に拡張されうる。
ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００ファミリー規格の一部として、３世代パー
トナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表されたエアインターフェース規
格であり、モバイル局にブロードバンドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭ
Ａを用いる。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ）、およびＴＤ－ＳＣ
ＤＭＡのようなＣＤＭＡの他のさまざまな変形例を用いるユニバーサル地上無線アクセス
（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを用いる移動体通信のための全世界システム（ＧＳＭ（登録商標
））、ＯＦＤＭＡを用いる、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ ８０２．１１
（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ ８０２．２０、およ
びフラッシュＯＦＤＭに拡張されることもありうる。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ
、ＬＴＥ、およびＧＳＭは、３ＧＰＰの組織からの文書において説明されている。ＣＤＭ
Ａ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２の組織からの文書において説明されている。用い
られる実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、システムに課された特定の用途
および全体的な設計の制約に依存するだろう。
【００１５】
　[0029]　ｅＮＢ ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有しうる。
ＭＩＭＯ技術の使用は、ｅＮＢ ２０４に、空間領域を利用して、空間多重、ビームフォ
ーミング、および送信ダイバーシチをサポートすることを可能にさせる。空間多重化は、
同じ周波数上で同時に異なるデータストリームを送信するために使用されうる。それらの
データストリームは、データレートを増すために単一のＵＥ ２０６に、または、全シス
テム容量を増加させるために複数のＵＥ ２０６に、送信されうる。これは各データスト
リームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のスケーリングを適用
し）、その後、ＤＬ上の複数の送信アンテナを通じてそれぞれの空間的にプリコーディン
グされたストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディングされ
たデータストリームは、異なる空間シグネチャとともにＵＥ ２０６（複数を含む）へと
到達し、それは、ＵＥ ２０６（複数を含む）の各々に、そのＵＥ ２０６に宛てられた１
つまたは複数のデータストリームを復元することを可能にさせる。ＵＬ上では、各ＵＥ 
２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、それは、ｅＮＢ
 ２０４に、空間的にプリコーティングされた各データストリームのソースを識別するこ
とを可能にさせる。
【００１６】
　[0030]　空間多重は一般的に、チャネル状況が良好な場合に使用される。チャネル状況
がさほど良好でない場合には、ビームフォーミングが使用され、１つまたは複数の方向に
送信エネルギーを集中させるために使用されうる。これは、複数のアンテナを通る送信の
ためにデータを空間的にプリコーディングすることによって、達成されうる。セルの端に
おいて優れたカバレッジを達成するために、単一ストリームのビームフォーミング送信が
送信ダイバーシチと組み合わせて使用されうる。
【００１７】
　[0031]　以下の詳細な説明では、アクセスネットワークのさまざまな態様が、ＤＬにお
いてＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関連して説明される。ＯＦＤＭは、ＯＦ
ＤＭシンボル内の多数のサブキャリアにわたってデータを変調するスペクトル拡散技術で
ある。これらのサブキャリアは、精確な周波数間隔があけられている。この間隔は、これ
らのサブキャリアからのデータの復元を受信機に可能にさせる、「直交性」を提供する。
時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉を抑制するために、各ＯＦＤＭシンボルにガード
インターバル（例えば、サイクリックプリフィクス）が追加されうる。ＵＬは、高いピー
ク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＤＦＴ
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拡散ＯＦＤＭ信号の形態でＳＣ－ＦＤＭＡを使用しうる。
【００１８】
　[0032]　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を示すブロック図３００である
。フレーム（１０ ｍｓ）が、１０個の等しいサイズのサブフレームに分割されうる。各
サブフレームは、２個の連続する（consecutive）タイムスロットを含みうる。２個のタ
イムスロットを表すためにリソースグリッドが使用されることがありえ、各タイムスロッ
トは、リソースブロックを含む。リソースグリッドは、複数のリソースエレメントに分割
される。ＬＴＥでは、１つのリソースブロックは、周波数領域における１２個の連続する
サブキャリアと、各ＯＦＤＭシンボルに１つのノーマルなサイクリックプリフィクスの場
合、時間領域における７個の連続するＯＦＤＭシンボルとを含み、すなわち、８４個のリ
ソースエレメントを含む。拡張されたサイクリックプリフィクスについて、リソースブロ
ックは、時間領域における６個の連続するＯＦＤＭシンボルを含み、７２個のリソースエ
レメントを有する。リソースエレメントのうちのいくつかは、Ｒ ３０２、３０４として
示されているように、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。ＤＬ－ＲＳは、セル固有のＲ
Ｓ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）（共通ＲＳと呼ばれることもある）３０２と、ＵＥ固有
のＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：ＵＥ-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ ３０４は、対応
する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel）がマッピ
ングされたリソースブロック上のみで送信される。各リソースエレメントによって搬送さ
れるビット数は、変調スキームに依存する。したがって、ＵＥが受信するリソースブロッ
クが多いほど、また、変調スキームが高度であるほど、そのＵＥのためのデータレートは
高くなる。
【００１９】
　[0033]　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を示す図４００である。ＵＬの
ために利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに分割され
ることができる。制御セクションは、システム帯域幅の両端に形成されることがありえ、
構造化可能なサイズを有しうる。制御セクションにおけるリソースブロックは、制御情報
の送信のためにＵＥに割り当てられうる。データセクションは、制御セクションに含まれ
ないすべてのリソースブロックを含みうる。ＵＬフレーム構造は、隣接する（contiguous
）サブキャリアを含むデータセクションをもたらし、これは、単一のＵＥにデータセクシ
ョンにおける隣接するすべてのサブキャリアが割り当てられることを可能にしうる。
【００２０】
　[0034]　あるＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクションにおけるリ
ソースブロック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられうる。このＵＥはまた、ｅＮＢにデー
タを送信するために、データセクションにおけるリソースブロック４２０ａ、４２０ｂを
割り当てられうる。このＵＥは、制御セクションにおける割り当てられたリソースブロッ
ク上で、物理ＵＬ制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）にお
いて、制御情報を送信しうる。このＵＥは、データセクションにおいて割り当てられたリ
ソースブロック上で、物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared cha
nnel）において、データのみ、またはデータと制御情報の両方を送信しうる。ＵＬ送信は
、１サブフレーム中の両スロットにわたることができ、周波数にわたってホッピング（ho
p）することができる。
【００２１】
　[0035]　物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access chann
el）４３０において、リソースブロックのセットは、初期システムアクセスを実行し、Ｕ
Ｌの同期を達成するために使用されうる。ＰＲＡＣＨ ４３０は、ランダムシーケンスを
搬送するが、任意のＵＬデータ／シグナリングを搬送することはできない。各ランダムア
クセスプリアンブルは、連続する６個のリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。
開始周波数は、ネットワークによって特定される。すなわち、ランダムアクセスプリアン
ブルの送信は、ある特定の時間および周波数リソースに限られる。ＰＲＡＣＨ用にホッピ
ングする周波数はない。ＰＲＡＣＨの試みは、単一のサブフレーム（１ ｍｓ）において
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、またはいくつかの隣接するサブフレームのシーケンスにおいて搬送され、ＵＥは、１フ
レーム（１０ ｍｓ）につき１つのみのＰＲＡＣＨの試みを行いうる。
【００２２】
　[0036]　図５は、ＬＴＥにおけるユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコルア
ーキテクチャの例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアー
キテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３の３つの層で表示される。レイヤ１
（Ｌ１レイヤ）は、最下位のレイヤであり、物理レイヤのさまざまな信号処理機能をイン
プリメントする。Ｌ１レイヤは、本明細書において物理レイヤ５０６と称されうる。レイ
ヤ２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６よりも上位であり、物理レイヤ５０６を
介したＵＥとｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００２３】
　[0037]　ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：medi
a access control）サブレイヤ５１０、無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）
サブレイヤ５１２、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet dat
a convergence protocol）５１４サブレイヤを含み、それらは、ネットワーク側のｅＮＢ
で終端する。示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ１１８で
終端するネットワークレイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）や、接続の他端（例えば、遠端のＵ
Ｅ、サーバ、等）で終端するアプリケーションレイヤを含む、Ｌ２レイヤ５０８よりも上
の、いくつかの上位レイヤを有しうる。
【００２４】
　[0038]　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間での多
重化を提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信のオーバーヘッドを低減さ
せるために上位レイヤのデータパケットのヘッダの圧縮を提供し、それらのデータパケッ
トを暗号化することによってセキュリティを提供し、ｅＮＢ間でのＵＥのハンドオーバー
のサポートを提供する。ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上位レイヤのデータパケットのセグ
メンテーションおよびリアセンブリと、損失データパケットの再送と、ハイブリッド自動
再送要求（ＨＡＲＱ）のため順序が乱れた受信を補償するためのデータパケットの並び替
えと、を提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネル
との間の多重化を提供する。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、１つのセルにおけるさまざ
まな無線リソース（例えば、リソースブロック）のＵＥ間での割り当てを担当する。ＭＡ
Ｃサブレイヤ５１０はまた、ＨＡＲＱ演算を担当する。
【００２５】
　[0039]　制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテク
チャは、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないという点を除き、物理レイヤ５０６
およびＬ２レイヤ５０８の場合と実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（
L３レイヤ）における無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ
５１６を含む。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取
得することと、ｅＮＢとＵＥとの間でＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成す
ることとを担当する。
【００２６】
　[0040]　図６は、アクセスネットワークにおいてＵＥ ６５０と通信するｅＮＢ ６１０
のブロック図である。ＤＬにおいて、コアネットワークから、上位レイヤのパケットが、
コントローラ／プロセッサ６７５に提供される。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ
２レイヤの機能をインプリメントする。ＤＬにおいて、コントローラ／プロセッサ６７５
は、ヘッダの圧縮、暗号化、パケットのセグメンテーションおよび並び替え、論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間での多重化、さまざまな優先順位メトリックに基づい
たＵＥ ６５０に対する無線リソースの割り当てを提供する。コントローラ／プロセッサ
６７５はまた、ＨＡＲＱ演算、損失パケットの再送、ＵＥ ６５０へのシグナリングを担
当する。
【００２７】
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　[0041]　送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のた
めのさまざまな信号処理機能をインプリメントする。これらの信号処理機能は、ＵＥ ６
５０における前方誤り訂正（ＦＥＣ：forward error correction）を容易にするように符
号化およびインターリーブすることと、さまざまな変調スキーム（例えば、２相位相変調
（ＢＰＳＫ）、４相位相変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ相位相変調（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ値直交振幅
変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて、信号コンステレーションにマッピングすることとを含
む。符号化された、ならびに変調されたシンボルは、その後並行なストリームに分けられ
る。各ストリームは、その後ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域および／
または周波数領域において基準信号（例えば、パイロット）とともに多重化され、その後
、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用してともに合成され、時間領域のＯＦＤＭシン
ボルストリームを搬送する物理チャネルが生成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空
間ストリームを生成するために空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器６７４
からのチャネル推定値は、符号化および変調スキームの決定だけでなく、空間処理のため
に使用されうる。チャネル推定値は、ＵＥ ６５０によって送信された基準信号および／
またはチャネル状況のフィードバックから導出されうる。各空間ストリームは、その後別
個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に提供される。各送信機６１８ＴＸ
は、ＲＦキャリアを、送信されるそれぞれの空間ストリームを用いて変調する。
【００２８】
　[0042]　ＵＥ ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ６５
２を通して、信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報
を復元し、受信機（ＲＸ）プロセッサ６５６にその情報を提供する。ＲＸプロセッサ６５
６はＬ１レイヤのさまざまな信号処理機能をインプリメントする。ＲＸプロセッサ６５６
は、ＵＥ ６５０に宛てられた任意の空間ストリームを復元するために、その情報に対し
空間処理を実行する。複数の空間ストリームがＵＥ ６５０に宛てられている場合、それ
らは、ＲＸプロセッサ６５６によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに組み合わされ
うる。ＲＸプロセッサ６５６は、その後高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、そのＯ
ＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領域へと変換する。周波数領域の信号は
、ＯＦＤＭ信号の各サブキャリアに対する別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。
各サブキャリアにおけるシンボル、および基準信号は、ｅＮＢ ６１０によって送信され
た最も確からしい信号コンステレーションポイントを決定することによって、復元および
復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器６５８によって計算されたチャネル推定
値に基づきうる。これらの軟判定は、その後物理チャネルにおいてｅＮＢ ６１０により
元々送信されたデータおよび制御信号を復元するために、復号およびデインターリーブさ
れる。データおよび制御信号は、その後コントローラ／プロセッサ６５９に提供される。
【００２９】
　[0043]　コントローラ／プロセッサ６５９は、Ｌ２レイヤをインプリメントする。コン
トローラ／プロセッサは、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６６０と関連
付けられうる。メモリ６６０は、コンピュータ読取可能な媒体と称されうる。ＵＬにおい
て、コントローラ／プロセッサ６５９は、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間
でのデマルチプレクシング、パケットのリアセンブリ、解読、ヘッダの圧縮解除、制御信
号処理を提供し、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元する。上位レイヤパ
ケットは、その後データシンク６６２に提供され、これは、Ｌ２レイヤより上位のすべて
のプロトコルレイヤを表す。さまざまな制御信号もまた、Ｌ３処理のために、データシン
ク６６２に提供されうる。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ演算をサポ
ートするために、肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを
使用した誤り検出を担当する。
【００３０】
　[0044]　ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レ
イヤパケットを提供するために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤより上位
のすべてのプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ ６１０によるＤＬ送信に関連して説明され
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た機能と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダの圧縮、暗号化、パケット
のセグメンテーションと並び替え、およびｅＮＢ ６１０による無線リソースの割り当て
に基づいた論理チャネルとトランスポートチャネルとの間での多重化を提供することによ
って、ユーザプレーンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤをインプリメントする。コ
ントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ演算、損失パケットの再送、ｅＮＢ ６
１０へのシグナリングを担当する。
【００３１】
　[0045]　ｅＮＢ ６１０によって送信された基準信号またはフィードバックからチャネ
ル推定器６５８によって導出されたチャネル推定値は、適切な符号化および変調スキーム
を選択し、空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ６６８によって使用されうる。
ＴＸプロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、別個の送信機６５４ＴＸを
介して異なるアンテナ６５２に提供される。各送信機６５４ＴＸは、ＲＦキャリアを、送
信されるそれぞれの空間ストリームによって変調する。
【００３２】
　[0046]　ＵＬ送信は、ＵＥ ６５０における受信機機能に関連して説明された手法と同
様の手法により、ｅＮＢ ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、そのそれ
ぞれのアンテナ６２０を通して、信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア
上に変調された情報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０にその情報を提供する。ＲＸプロセ
ッサ６７０は、Ｌ１レイヤをインプリメントしうる。
【００３３】
　[0047]　コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤをインプリメントする。コン
トローラ／プロセッサ６７５は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ６７６
に関係付けられうる。メモリ６７６は、コンピュータ読取可能な媒体と称されうる。ＵＬ
において、コントローラ／プロセッサ６７５は、トランスポートチャネルと論理チャネル
との間でのデマルチプレクシング、パケットのリアセンブリ、解読（deciphering）、ヘ
ッダの圧縮解除、制御信号処理を提供し、ＵＥ ６５０からの上位レイヤパケットを復元
する。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤパケットは、コアネットワーク
に提供されうる。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ演算をサポートする
ために、ＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使用する誤り検出を担当する。
【００３４】
　[0048]　図７は、異種ネットワークにおける、範囲が拡張されたセルラ領域を例示する
図７００である。ＲＲＨ ７１０ｂなどのより低い電力クラスのｅＮＢは、ＲＲＨ ７１０
ｂとマクロｅＮＢ ７１０ａとの間の強化された（enhanced）セル間干渉協調を通し、ま
た、ＵＥ ７２０によって実行された干渉除去を通して、セルラ領域７０２から拡張され
た、範囲が拡張されたセルラ領域７０３を有しうる。強化されたセル間干渉協調では、Ｒ
ＲＨ ７１０ｂは、ＵＥ ７２０の干渉状況に関するマクロｅＮＢ ７１０ａから情報を受
信する。この情報は、ＲＲＨ ７１０ｂに、ＵＥ ７２０が、範囲が拡張されたセルラ領域
７０３に入ると、範囲が拡張されたセルラ領域７０３におけるＵＥ ７２０にサービス提
供することと、マクロｅＮＢ ７１０ａからＵＥ ７２０のハンドオフを受け入れることを
可能にする。
【００３５】
　[0049]　ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）シナリオにおいて、モバイル端末間
での通信は、モバイル端末と基地局（すなわち、ＷＷＡＮリンク）との間のアップリンク
／ダウンリンクチャネルを通して容易にされる。ソーシャルネットワーキングアプリケー
ションのような、さまざまなタイプのアプリケーションのために、例えば、比較的少ない
量の位置アップデート情報が、効果的な手法で比較的頻繁に通信されることが必要である
。したがって、ワイヤレス通信システムにおける少ない量の情報を頻繁に通信する効果的
な手段の必要性がある。さらに、少ない量の情報の頻繁な通信が、大量のシグナリングオ
ーバーヘッドを必要としない場合は、有利でありうる。２つの通信しているモバイル端末
が、互いの付近にあるケースでは、基地局を通り抜けることのない直接のピアツーピア通
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信は、少ない量の情報の頻繁な通信を容易にしうる。したがって、ＷＷＡＮリンクおよび
ピアツーピアリンクの間のスケジューリングメカニズムの必要性もある。
【００３６】
　[0050]　ピアモバイル端末またはデバイスは、既存のＷＷＡＮ通信の品質に影響を与え
ることなく、ダイレクトピアツーピアリンクを確立しうる。これは、効果的に少ない量の
情報を比較的頻繁にワイヤレス通信システムにおいて通信することによく適しており、か
つ既存のＷＷＡＮ通信の品質に影響を与えることのない、オポチュニスティックに（oppo
rtunistically）ピアツーピアリンクを確立することによって達成されうる。
【００３７】
　[0051]　ある態様では、ＷＷＡＮリンクが音声通信のために使用されるような場合など
の、ＷＷＡＮリンクがすべてのサブフレームを占有する場合、例えば、ピアツーピアリン
クは、ＷＷＡＮ通信に影響を与えることなく、アイドルＷＷＡＮサブフレームにおいてス
ケジュールされうる。アイドルＷＷＡＮサブフレームは、以下に説明されるように、多数
の手法で示されうる。説明される方法を使用して、ピアデバイスは、ピアツーピア通信の
ために使用するために、アイドルＷＷＡＮサブフレームを決定しうる。
【００３８】
　[0052]　例えば、ＬＴＥダウンリンクにおいて、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤ
ＳＣＨ）は、ユニキャストデータ送信のため、また、ページング情報を送信するために、
使用される物理チャネルである。物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）は、ＰＵ
ＳＣＨの送信を可能にするスケジューリング許可のため、およびＰＤＳＣＨの受信のため
に必要とされる、スケジューリング決定などの、ダウンリンク制御情報を送るために使用
される。さらに、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）は、端末
にＰＤＣＣＨを復号するために必要な情報を提供するチャネルである。ｅＮＢがサブフレ
ームがアイドルになると決定する場合、つまりＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨが送られない
場合には、ｅＮＢはＰＤＣＣＨおよび／またはＰＤＳＣＨに関連したＰＣＦＩＣＨ信号を
送らない。
【００３９】
　[0053]　したがって、サブフレームの第１のシンボルにおけるピアデバイスがＰＣＦＩ
ＣＨ信号を検出しない場合、ピアデバイスは、進行中の（current）ダウンリンクサブフ
レームは、ＬＴＥダウンリンク送信のために使用されていないと決定しうる。ピアデバイ
スは、その後ピアツーピア通信のためにサブフレームの残りのシンボルを使用しうる。
【００４０】
　[0054]　別の例では、ｅＮＢは、複数のシステム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージの
うちの１つにおいてアイドルサブフレームの位置をブロードキャストしうる。ピアデバイ
スがアイドルサブフレームを知ると、ピアデバイスは、ピアツーピア通信のためにアイド
ルサブフレームを使用しうる。
【００４１】
　[0055]　さらなる例では、ｅＮＢは、進行中のサブフレームがアイドルであると示すた
め、または特定のアップリンクサブフレームがアイドルであると示すために、ＰＤＣＣＨ
においてメッセージをブロードキャストしうる。このメッセージは、全てのデバイスに知
られている無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ： radio network temporary identif
ier)によってスクランブルされうる。別の例では、アイドルサブフレームは、ｅＮＢから
の無線リソース制御（ＲＲＣ)シグナリングを介して示されうる。
【００４２】
　[0056]　図８は、ＷＷＡＮリンクを介して通信するピアデバイスを示し、ピアデバイス
によるアイドルＷＷＡＮサブフレームのオポチュニスティック使用を説明するための図８
００である。図９は、図８のピアデバイス間のＷＷＡＮ通信によるＷＷＡＮリソースの占
有を示す図９００である。図８および図９、および上述の例を参照すると、ピアデバイス
は、ピアツーピア通信のために使用されるために、アイドルＷＷＡＮサブフレームを決定
しうる。
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【００４３】
　[0057]　図８を参照すると、デバイスＡおよびＢは、ＷＷＡＮを通る互い間（すなわち
、デバイスＡおよびＢ間のＷＷＡＮリンク）の音声通信を確立し、デバイスＣおよびＤは
、ＷＷＡＮを通る互い間（すなわち、デバイスＣおよびＤ間のＷＷＡＮリンク）の音声通
信を確立している。図９を参照すると、サブフレーム５および１３におけるＷＷＡＮリソ
ースは、例えば、デバイスＡおよびＢ間（ＡからＢへのリンク）のＷＷＡＮ通信を容易に
するために、占有され／利用されうる。さらに、サブフレーム４および９におけるＷＷＡ
Ｎリソースは、例えば、デバイスＣおよびＤ間（ＣからＤへのリンク）のＷＷＡＮ通信を
容易にするために、占有され／利用されうる。
【００４４】
　[0058]　ピアデバイスＡ、Ｂ、Ｃ、またはＤのいずれかが、上述された例のいずれかを
介して、アイドルＷＷＡＮサブフレーム（例えば、図９のサブフレーム０、１、２、３、
６、７、８、１０、１１、または１２）を示すブロードキャスト信号を受信する場合、ピ
アデバイスは、基地局またはｅＮＢを巻き込む（involve）ことなく、対応するピアデバ
イスと直接のピアツーピア通信を行なうために、アイドルＷＷＡＮサブフレームをオポチ
ュニスティックに使用しうる。例えば、デバイスＡがアイドルＷＷＡＮサブフレームを知
る場合、デバイスＡは、アイドルＷＷＡＮサブフレームを使用して、デバイスＡおよびＢ
間のＷＷＡＮリンクの外部で、デバイスＢと直接通信（ピアツーピアリンク）しうる。同
様に、デバイスＤがアイドルＷＷＡＮサブフレームを知る場合、デバイスＤは、アイドル
ＷＷＡＮサブフレームを使用して、デバイスＣおよびＤ間のＷＷＡＮリンクの外部で、デ
バイスＣと直接通信（ピアツーピアリンク）しうる。
【００４５】
　[0059]　図１０は、ＷＷＡＮリンクを介して通信するピアデバイスを示し、ＷＷＡＮリ
ンクからの距離に依存するＷＷＡＮサブフレームのオポチュニスティックな使用を説明す
る図１０００である。図１１は、図１０におけるデバイスＥおよびＦ間のＷＷＡＮ通信に
よるＷＷＡＮリソースの占有を示す図１１００である。図１０および図１１を参照すると
、ピアツーピアリンクによって引き起こされた干渉が最小限になるような、ピアツーピア
リンクがＷＷＡＮリンクから遠く離れて存在する場合、ピアツーピアリンクは、ＷＷＡＮ
リンクによって占有され／利用される同一のＷＷＡＮサブフレームを使用してスケジュー
ルされうる。ＦｌａｓｈＬｉｎＱ接続スケジューリングアルゴリズム（Flash LinQ conne
ction scheduling）は、ピアツーピアリンクが、例えば、ＷＷＡＮリンクへの干渉を引き
起こすか否かを決定するために使用されうる。
【００４６】
　[0060]　さらに詳細には、図１０を参照すると、デバイスＥおよびＦは、ＷＷＡＮを通
る音声通信（すなわち、デバイスＥおよびＦ間のＷＷＡＮリンク）を確立している。図１
１を参照すると、サブフレーム５および１３におけるＷＷＡＮリソースは、例えば、デバ
イスＥおよびＦ間（ＥからＦへのリンク）のＷＷＡＮ通信を容易にするために、占有され
／利用されうる。図１０および図１１を参照すると、ピアデバイスＧおよびＨは、互いで
の直接の通信（すなわち、ピアツーピアリンク）を確立することを望みうる。デバイスＧ
が地理的にデバイスＦの近くにあるため、デバイスＧおよびＨ間の直接のピアツーピア通
信は、デバイスＥおよびＦ間の既存のＷＷＡＮ通信の品質に影響を与えることなく、Ｅか
らＦへのリンクによって使用されないＷＷＡＮサブフレームにおいて容易にされうる。例
えば、図１１に表されるように、ＥからＦへのリンクによって使用されないサブフレーム
０、１、２、３、４、６、７、８、９、１０、１１、または１２は、互い間の直接のピア
ツーピアリンクを確立するためにデバイスＧおよびＨによって使用されうる。そうするこ
とは、サブフレーム５および１３が使用するデバイスＥおよびＦ間のＷＷＡＮ通信の品質
に影響を与えない。
【００４７】
　[0061]　さらに、図１０を参照すると、ピアデバイスＩおよびＪはまた、互い間の直接
の通信を確立することを望み、デバイスＩおよびＪは、地理的にデバイスＥおよびＦから
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遠くに存在する。デバイスＩおよびＪが、デバイスＩおよびＪ間のピアツーピアリンクが
デバイスＥおよびＦ間のＷＷＡＮリンクへの干渉を引き起こさないようなデバイスＥおよ
びＦから十分に距離が離れている場合には、デバイスＩおよびＪ間の直接のピアツーピア
リンクは、ＥからＦへのリンクによって使用されていないＷＷＡＮサブフレームを介して
容易にされうるだけでなく、デバイスＥおよびＦ間のＷＷＡＮリンクによって使用される
ＷＷＡＮサブフレームを介しても容易にされうる。
【００４８】
　[0062]　例えば、図１１に表されるように、ＥからＦへのリンクによって使用されてい
ないサブフレーム０、１、２、３、４、６、７、８、９、１０、１１、または１２は、デ
バイスＩおよびＪによって互い間の直接のピアツーピアリンクを確立するために使用され
うる。さらに、ＷＷＡＮ通信のためにデバイスＥおよびＦによって使用されるサブフレー
ム５および１３はまた、デバイスＩおよびＪ間のピアツーピアリンクがデバイスＥおよび
Ｆ間のＷＷＡＮ通信の品質に影響を与えない限り、デバイスＩおよびＪによって互い間の
直接のピアツーピアリンクを確立するために使用されうる。ＦｌａｓｈＬｉｎＱ接続スケ
ジューリングアルゴリズムは、デバイスＩおよびＪ間のピアツーピアリンクが、例えば、
デバイスＥおよびＦ間のＷＷＡＮリンクへの干渉を引き起こすか否かを決定するために使
用されうる。
【００４９】
　[0063]　図１２は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１２００である。この方法
は、ワイヤレスデバイスによって実行されうる。図１２において表されるように、ステッ
プ１２０２において、ワイヤレスデバイスは、アイドルＷＷＡＮサブフレームを示す情報
を受信する。この情報は、ｅＮＢと通信するＵＥまたはｅＮＢから受信されうる。上記に
説明されるように、この情報は、多数の手法でワイヤレスデバイスへ搬送されうる。例え
ば、ワイヤレスデバイスがＷＷＡＮサブフレームの第１のシンボルにおいてＰＣＦＩＣＨ
信号を検出しない場合には、ワイヤレスデバイスは、ＷＷＡＮサブフレームがダウンリン
ク送信のために使用されておらず、したがって、アイドルＷＷＡＮサブフレームであると
決定しうる。他の例では、ｅＮＢは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージにおい
てアイドルＷＷＡＮサブフレームの位置をブロードキャストすることがありえ、ＷＷＡＮ
サブフレームがアイドルであることを示すためにＰＤＣＣＨにおいてメッセージをブロー
ドキャストすることがありえ、または、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介し
てアイドルＷＷＡＮサブフレームを示しうる。
【００５０】
　[0064]　アイドルＷＷＡＮサブフレームを示す情報がステップ１２０２で受信された後
、ステップ１２０４では、ワイヤレスデバイスは、ピアツーピア通信を容易にするための
ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定する。ステップ１２０６では、ワイヤレスデバ
イスは、ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定することを支援するために、第２のＷ
ＷＡＮサブフレームのエネルギーを決定する。ステップ１２０８では、第２のＷＷＡＮサ
ブフレームの決定されたエネルギーに基づいて、ワイヤレスデバイスは、ＷＷＡＮサブフ
レームの使用が第２のＷＷＡＮサブフレームを介して容易にされるＷＷＡＮ通信への干渉
を引き起こすか否かを決定する。ＷＷＡＮサブフレームの使用が、ＷＷＡＮ通信への干渉
を引き起こさないと決定された場合には、ワイヤレスデバイスは、ＷＷＡＮサブフレーム
が利用可能であると決定する。
【００５１】
　[0065]　例えば、ＷＷＡＮサブフレームは、ダウンリンクサブフレームでありえ、第２
のＷＷＡＮサブフレームは、アップリンクサブフレームでありえ、ワイヤレスデバイスは
、ＵＥのアップリンク送信から第２のＷＷＡＮサブフレームのエネルギーを決定しうる。
したがって、ワイヤレスデバイスは、ダウンリンクサブフレームの使用が、ピアツーピア
通信がＵＥへ干渉を引き起こすか否かに基づいて、干渉を引き起こしうるか否かを決定し
うる。ピアツーピア通信がＵＥへの干渉を引き起こさない場合には、ワイヤレスデバイス
は、ダウンリンクサブフレームがピアツーピア通信のために利用可能になることを決定す
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る。
【００５２】
　[0066]　別の例では、ＷＷＡＮサブフレームは、アップリンクサブフレームでありえ、
第２のＷＷＡＮサブフレームは、ダウンリンクサブフレームでありえ、ワイヤレスデバイ
スは、ｅＮＢからのダウンリンク送信から第２のＷＷＡＮサブフレームのエネルギーを決
定しうる。したがって、ワイヤレスデバイスは、ピアツーピア通信がｅＮＢへ干渉を引き
起こすか否かに基づいてアップリンクサブフレームの使用が、干渉を引き起こすか否かを
決定しうる。ピアツーピア通信がｅＮＢへの干渉を引き起こさない場合には、ワイヤレス
デバイスは、アップリンクサブフレームがピアツーピア通信のために利用可能になること
を決定する。
【００５３】
　[0067]　ステップ１２１０では、ステップ１２０８での決定に基づいて、ＷＷＡＮサブ
フレームが利用可能である場合、ワイヤレスデバイスはピアツーピア通信のために利用可
能なＷＷＡＮサブフレームを利用する。
【００５４】
　[0068]　図１３は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１３００である。この方法
は、ワイヤレスデバイスによって実行されうる。図１３の方法は、第２のＷＷＡＮサブフ
レームのエネルギーが決定され、その決定されたエネルギーに基づいて、ワイヤレスデバ
イスがＷＷＡＮサブフレームの使用が第２のＷＷＡＮサブフレームを介して容易にされる
ＷＷＡＮ通信への干渉を引き起こすか否かを決定する、図１２のステップ１２０６および
１２０８の態様でありうる。
【００５５】
　[0069]　ステップ１３０２では、ワイヤレスデバイスがＷＷＡＮサブフレームおよび第
２のＷＷＡＮサブフレームが同一のＷＷＡＮサブフレームであるかどうかを決定する。ス
テップ１３０４では、ステップ１３０２でのポジティブな決定に基づいて、ワイヤレスデ
バイスは、しきい値にしたがってＷＷＡＮサブフレームの使用がＷＷＡＮ通信への干渉を
引き起こすか否かを決定する。
【００５６】
　[0070]　特に、ステップ１３０６では、ワイヤレスデバイスは、ＷＷＡＮサブフレーム
のリソースの第１のセットのエネルギーを決定する。ステップ１３０８では、ステップ１
３０６からの入力に基づいて、ワイヤレスデバイスは、決定されたエネルギーがしきい値
を下まわるか否かを決定する。
【００５７】
　[0071]　ステップ１３１０では、ステップ１３０８での決定に基づいて、ワイヤレスデ
バイスは、決定されたエネルギーがしきい値を下まわる場合、ピアツーピア通信のための
ＷＷＡＮサブフレームのリソースの第２のセットを使用することを決定する。リソースの
第１のセットは、ＯＦＤＭシンボルの第１のセットでありえ、リソースの第２のセットは
、ＯＦＤＭシンボルの第２のセットでありうる。さらに、ＯＦＤＭシンボルの第１のセッ
トは、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）を含む第１のＯＦＤ
Ｍシンボルでありうる。
【００５８】
　[0072]　図１４は、典型的な装置１４０２における異なるモジュール／手段／コンポー
ネント間のデータフローを示す概念的データフロー図１４００である。装置１４０２は、
ワイヤレスデバイスでありうる。装置１４０２は、受信モジュール１４０４、サブフレー
ム利用可能性決定モジュール１４０６、エネルギー決定モジュール１４０８、および送信
モジュール１４１０を含む。
【００５９】
　[0073]　受信モジュール１４０４は、ｅＮＢと通信するＵＥまたはｅＮＢからのアイド
ルＷＷＡＮサブフレームを示す情報を受信しうる。この情報は、多数の手法で受信されう
る。例えば、受信モジュール１４０４がＷＷＡＮサブフレームの第１のシンボルにおいて
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ＰＣＦＩＣＨ信号を検出しない場合には、受信モジュール１４０４は、ＷＷＡＮサブフレ
ームがダウンリンク送信のために使用されず、したがって、アイドルＷＷＡＮサブフレー
ムであると決定しうる。他の例では、受信モジュール１４０４は、ＷＷＡＮサブフレーム
がアイドルであると示すＰＤＣＣＨにおけるメッセージまたはアイドルＷＷＡＮサブフレ
ームの位置を示すシステム情報ブロック（ＳＩＢ）メッセージなどの、ブロードキャスト
されたメッセージをｅＮＢから受信しうる。受信モジュール１４０４はまた、無線リソー
ス制御（ＲＲＣ）シグナリングを介してアイドルＷＷＡＮサブフレームを示す情報を受信
しうる。
【００６０】
　[0074]　受信モジュール１４０４がアイドルＷＷＡＮサブフレームを示す情報を受信し
た後、サブフレーム利用可能性決定モジュール１４０６は、ピアツーピア通信を容易にす
るためにＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定する。ＷＷＡＮサブフレームの利用可
能性を決定することを支援するために、エネルギー決定モジュール１４０８は、第２のＷ
ＷＡＮサブフレームのエネルギーを決定しうる。決定された第２のＷＷＡＮサブフレーム
のエネルギーに基づいて、サブフレーム利用可能性決定モジュール１４０６は、ＷＷＡＮ
サブフレームの使用が第２のＷＷＡＮサブフレームを介して容易にされるＷＷＡＮ通信へ
の干渉を引き起こすか否かを決定する。ＷＷＡＮサブフレームの使用が、ＷＷＡＮ通信へ
の干渉を引き起こさないと決定された場合には、サブフレーム利用可能性決定モジュール
１４０６は、ＷＷＡＮサブフレームが利用可能であると決定する。
【００６１】
　[0075]　例えば、ＷＷＡＮサブフレームは、ダウンリンクサブフレームでありえ、第２
のＷＷＡＮサブフレームは、アップリンクサブフレームでありえ、エネルギー決定モジュ
ール１４０８は、ＵＥのアップリンク送信から第２のＷＷＡＮサブフレームのエネルギー
を決定しうる。したがって、サブフレーム利用可能性決定モジュール１４０６は、ダウン
リンクサブフレームの使用が、ピアツーピア通信がＵＥへの干渉を引き起こすか否かに基
づいて、干渉を引き起こしうるか否かを決定しうる。ピアツーピア通信がＵＥへの干渉を
引き起こさない場合には、サブフレーム利用可能性決定モジュール１４０６は、ダウンリ
ンクサブフレームがピアツーピア通信のために利用可能になることを決定する。
【００６２】
　[0076]　別の例では、ＷＷＡＮサブフレームは、アップリンクサブフレームでありえ、
第２のＷＷＡＮサブフレームは、ダウンリンクサブフレームでありえ、エネルギー決定モ
ジュール１４０８は、ｅＮＢからのダウンリンク送信から第２のＷＷＡＮサブフレームの
エネルギーを決定しうる。したがって、サブフレーム利用可能性決定モジュール１４０６
は、ピアツーピア通信がｅＮＢへ干渉を引き起こすか否かに基づいて、アップリンクサブ
フレームの使用が、干渉を引き起こしうるか否かを決定しうる。ピアツーピア通信がｅＮ
Ｂへの干渉を引き起こさない場合には、サブフレーム利用可能性決定モジュール１４０６
は、アップリンクサブフレームがピアツーピア通信のために利用可能になることを決定す
る。
【００６３】
　[0077]　サブフレーム利用可能性決定モジュール１４０６による決定に基づいて、ＷＷ
ＡＮサブフレームが利用可能である場合、サブフレーム利用可能性決定モジュール１４０
６は、ピアツーピア通信のために利用可能なＷＷＡＮサブフレームを利用するために送信
モジュール１４１０を介して通信信号を送ることを容易にする。
【００６４】
　[0078]　ある態様では、サブフレーム利用可能性決定モジュール１４０６は、ＷＷＡＮ
サブフレームおよび第２のＷＷＡＮサブフレームが同一のＷＷＡＮサブフレームであるか
どうかを決定しうる。ポジティブな決定に基づいて、サブフレーム利用可能性決定モジュ
ール１４０６は、しきい値にしたがってＷＷＡＮサブフレームの使用がＷＷＡＮ通信への
干渉を引き起こすか否かを決定する。特に、エネルギー決定モジュール１４０８は、ＷＷ
ＡＮサブフレームのリソースの第１のセットのエネルギーを決定しうる。その後、エネル
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ギー決定モジュール１４０８からの入力に基づいて、サブフレーム利用可能性決定モジュ
ール１４０６は、決定されたエネルギーがしきい値を下まわるか否かを決定する。決定さ
れたエネルギーがしきい値を下まわる場合、サブフレーム利用可能性決定モジュール１４
０６は、ピアツーピア通信のためのＷＷＡＮサブフレームのリソースの第２のセットを使
用することを決定する。
【００６５】
　[0079]　装置は、前述のフローチャート、図１２および図１３におけるアルゴリズムの
ステップの各々を実行する追加的なモジュールを含みうる。このように、上述のフローチ
ャート、図１２および図１３における各ステップは、モジュールによって実行されうる、
また、装置はこれらのモジュールのうちの１つまたは複数を含みうる。モジュールは、特
に述べられたプロセス／アルゴリズムを実施するように構成されたプロセッサによってイ
ンプリメントされ、述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成され、プロ
セッサによるインプリメンテーションのためのコンピュータ読取可能な媒体内に格納され
た、またはこれらのいくつかの組み合わせの１つまたは複数のハードウェアコンポーネン
トでありうる。
【００６６】
　[0080]　図１５は、処理システム１５１４を用いる装置１４０２’のためのハードウェ
アのインプリメンテーションの例を示す図である。処理システム１５１４は、バス１５２
４により一般的に表されるバスアーキテクチャでインプリメントされうる。バス１５２４
は、処理システム１５１４の特定の用途と全体的な設計の制約に依存して、任意の数の相
互接続バスおよびブリッジを含みうる。バス１５２４は、プロセッサ１５０４、モジュー
ル１４０４、１４０６、１４０８、１４１０およびコンピュータ読取可能な媒体１５０６
によって表された１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールを
含む、さまざまな回路を共にリンクさせる。バス１５２４はまた、タイミングソース、周
辺機器、電圧レギュレータ、電力管理回路といったさまざまな他の回路をリンクさせうる
が、これらは、当該技術でよく知られているので、これ以上説明しない。
【００６７】
　[0081]　処理システム１５１４は、トランシーバ１５１０に結合されうる。トランシー
バ１５１０は、１つまたは複数のアンテナ１５２０に結合される。トランシーバ１５１０
は、送信媒体を通して他のさまざまな装置と通信する手段を提供する。処理システム１５
１４は、コンピュータ読取可能な媒体１５０６に結合されるプロセッサ１５０４を含む。
プロセッサ１５０４は、コンピュータ読取可能な媒体１５０６上に格納されたソフトウェ
アの実行を含む汎用処理を担当する。このソフトウェアは、プロセッサ１５０４によって
実行されると、処理システム１５１４に、任意の特定の装置に関して上述されるさまざま
な機能を実行させる。コンピュータ読取可能な媒体１５０６はまた、ソフトウェアを実行
する際にプロセッサ１５０４によって操作されるデータを記憶するために使用されうる。
処理システムはさらに、モジュール１４０４、１４０６、１４０８、および１４１０のう
ちの少なくとも１つを含む。モジュールは、プロセッサ１５０４において起動しているソ
フトウェアモジュールでありえ、コンピュータ読取可能な媒体１５０６において存在／記
憶され、プロセッサ１５０４に結合される１つまたは複数のハードウェアモジュールであ
りえ、またはこれらのいくつかの組み合わせでありうる。処理システム１５１４は、ＵＥ
 ６５０のコンポーネントでありえ、メモリ ６６０および／またはＴＸプロセッサ６６８
、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントローラ／プロセッサ６５９のうちの少なくとも１
つを含みうる。
【００６８】
　[0082]　１つの構成では、ワイヤレス通信についての装置１４０２／１４０２’は、ワ
イヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）サブフレームの利用可能性を決定するための手段
とＷＷＡＮサブフレームが利用可能な場合にピアツーピア通信のためにＷＷＡＮサブフレ
ームを利用するための手段のための手段を含む。前述した手段は、前述した手段によって
記載された機能を実行するように構成された装置１４０２’の処理システム１５１４およ
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び／または前述した装置１４０２のモジュールのうちの１つまたは複数でありうる。先に
述べたように、処理システム１５１４は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５
６と、コントローラ／プロセッサ６５９とを含みうる。このように、１つの構成において
、前述した手段は、前述した手段によって記載された機能を実行するように構成されたＴ
Ｘプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、コントローラ／プロセッサ６５９でありう
る。
【００６９】
　[0083]　開示された処理におけるステップの特定の順序または階層は、典型的なアプロ
ーチの一例であるということが理解される。設計の優先性に基づいて、これらの処理にお
けるステップの特定の順序または階層は並べ替えられうるということが理解される。さら
に、いくつかのステップは組み合わされ、または省略されうる。添付の方法の請求項は、
サンプルの順序において、さまざまなステップの要素を示し、また、示された具体的な順
序または階層に限定されるようには意図されない。
【００７０】
　[0084]　先の説明は、当業者に、本明細書に説明されたさまざまな態様の実現を可能に
させるために提供されている。これらの態様へのさまざまな変更は、当業者には容易に明
らかになり、本明細書で定義される包括的な本質は他の態様に適用されうる。従って、特
許請求の範囲は本明細書で表示される態様に限定されることは意図されておらず、しかし
請求項の用語と一貫する全ての範囲が与えられるべきであり、ここにおいて単数形の要素
への参照は特別にそのように述べられない限り「１つおよびただ１つ」を意味するように
意図されず、むしろ「１つまたは複数の」を意味するように意図される。そうでないこと
が特に述べられていない限り、「いくつかの」という用語は、１つまたは複数のことを指
している。当業者に対して既知である、あるいは後に既知となる本開示において説明され
た多様な態様の要素に対する全ての構造的および機能的な均等物は、参照によって本明細
書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるよう意図される。さらに、こ
こで開示したものが、特許請求の範囲中に明示的に列挙されているか否かにかかわらず、
公共に捧げられることを意図していない。どの特許請求項の範囲の要素も、要素が明確に
「のための手段」というフレーズを使用して記載されていない限り、手段および機能とし
て解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）サブフレームの利用可能性を決定することと
、
　前記ＷＷＡＮサブフレームが利用可能な場合に、ピアツーピア通信のために前記ＷＷＡ
Ｎサブフレームを利用することと、
　を備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］
　前記ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定することは、
　前記ＷＷＡＮサブフレームがアイドルであることを示す情報を受信すること
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記情報は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）または前記ｅＮＢと通信しているユーザ機器（
ＵＥ）のうちの１つから受信される、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記情報は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）からのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）、物理
ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、
または物理制御フォーマットインジケータ制御チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）の非検出を介し
て受信される、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定することは、
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　第２のＷＷＡＮサブフレームのエネルギーを決定することと、
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームの前記決定されたエネルギーに基づいて、ＷＷＡＮサ
ブフレームの使用が、ＷＷＡＮ通信への干渉を引き起こすか否かを決定することと、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームはアップリンクサブフレームであり、前記ＷＷＡＮサ
ブフレームはダウンリンクサブフレームであり、前記エネルギーはユーザ機器（ＵＥ）の
アップリンク送信から決定され、前記ダウンリンクサブフレームの使用が干渉を引き起こ
すか否かを決定することは、前記ピアツーピア通信が前記ＵＥへの干渉を引き起こすか否
かに基づく、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームはダウンリンクサブフレームであり、前記ＷＷＡＮサ
ブフレームはアップリンクサブフレームであり、前記エネルギーは発展型ノードＢ（ｅＮ
Ｂ）のダウンリンク送信から決定され、前記アップリンクサブフレームの使用が干渉を引
き起こすか否かを決定することは、前記ピアツーピア通信が前記ｅＮＢへの干渉を引き起
こすか否かに基づく、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ＷＷＡＮサブフレームおよび前記第２のＷＷＡＮサブフレームは、同一のＷＷＡＮ
サブフレームであり、前記ＷＷＡＮサブフレームの使用が干渉を引き起こすか否かを決定
することは前記決定されたエネルギーがしきい値を下まわるか否かに基づく、Ｃ５に記載
の方法。
［Ｃ９］
　前記エネルギーは、前記ＷＷＡＮサブフレームにおけるリソースの第１のセットにおい
て決定され、前記方法は、前記決定されたエネルギーが前記しきい値を下まわるか否かに
基づいて、ピアツーピア通信のための前記ＷＷＡＮサブフレームにおけるリソースの第２
のセットを使用することを決定することをさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記リソースの第１のセットは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボルの第１の
セットであり、前記リソースの第２のセットは、ＯＦＤＭシンボルの第２のセットである
、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記ＯＦＤＭシンボルの第１のセットは、物理制御フォーマットインジケータ制御チャ
ネル（ＰＣＦＩＣＨ）を備える第１のＯＦＤＭシンボルである、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）サブフレームの利用可能性を決定するための
手段と、
　前記ＷＷＡＮサブフレームが利用可能な場合にピアツーピア通信のために前記ＷＷＡＮ
サブフレームを利用するための手段と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ１３］
　前記ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定するための手段は、
　前記ＷＷＡＮサブフレームがアイドルであることを示す情報を受信するように構成され
る、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記情報は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）または前記ｅＮＢと通信しているユーザ機器（
ＵＥ）のうちの１つから受信される、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記情報は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）からのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）、物理
ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、
または物理制御フォーマットインジケータ制御チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）の非検出を介し
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て受信される、Ｃ１３に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定するための手段は、
　第２のＷＷＡＮサブフレームのエネルギーを決定することと、
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームの前記決定されたエネルギーに基づいて、前記ＷＷＡ
Ｎサブフレームの使用がＷＷＡＮ通信への干渉を引き起こすか否かを決定することと、
　を行なうように構成される、Ｃ１２に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームはアップリンクサブフレームであり、前記ＷＷＡＮサ
ブフレームはダウンリンクサブフレームであり、前記エネルギーはユーザ機器（ＵＥ）の
アップリンク送信から決定され、前記ダウンリンクサブフレームの使用が干渉を引き起こ
すか否かを決定することは、前記ピアツーピア通信が前記ＵＥへの干渉を引き起こすか否
かに基づく、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームは、ダウンリンクサブフレームであり、前記ＷＷＡＮ
サブフレームはアップリンクサブフレームであり、前記エネルギーは発展型ノードＢ（ｅ
ＮＢ）のダウンリンク送信から決定され、前記アップリンクサブフレームの使用が干渉を
引き起こすか否かを決定することは、前記ピアツーピア通信が前記ｅＮＢへの干渉を引き
起こすか否かに基づく、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記ＷＷＡＮサブフレームおよび前記第２のＷＷＡＮサブフレームは、同一のＷＷＡＮ
サブフレームであり、前記ＷＷＡＮサブフレームの使用が干渉を引き起こすか否かを決定
することは前記決定されたエネルギーがしきい値を下まわるか否かに基づく、Ｃ１６に記
載の装置。
［Ｃ２０］
　前記エネルギーは、前記ＷＷＡＮサブフレームにおけるリソースの第１のセットにおい
て決定され、前記装置は、前記決定されたエネルギーが前記しきい値を下まわるか否かに
基づいて、ピアツーピア通信のための前記ＷＷＡＮサブフレームにおけるリソースの第２
のセットを使用することを決定するための手段をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記リソースの第１のセットは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボルの第１の
セットであり、前記リソースの第２のセットは、ＯＦＤＭシンボルの第２のセットである
、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記ＯＦＤＭシンボルの第１のセットは、物理制御フォーマットインジケータ制御チャ
ネル（ＰＣＦＩＣＨ）を備える第１のＯＦＤＭシンボルである、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）サブフレームの利用可能性を決定することと
、
　前記ＷＷＡＮサブフレームが利用可能な場合にピアツーピア通信のために前記ＷＷＡＮ
サブフレームを利用することと、
　を行なうように構成された処理システムを備える、ワイヤレス通信のための装置。
［Ｃ２４］
　前記ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定するために、前記処理システムは、
　前記ＷＷＡＮサブフレームがアイドルであることを示す情報を受信するように構成され
る、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記情報は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）または前記ｅＮＢと通信しているユーザ機器（
ＵＥ）のうちの１つから受信される、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］
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　前記情報は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）からのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）、物理
ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、
または物理制御フォーマットインジケータ制御チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）の非検出を介し
て受信される、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定するために、前記処理システムは、
　第２のＷＷＡＮサブフレームのエネルギーを決定することと、
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームの前記決定されたエネルギーに基づいて、前記ＷＷＡ
Ｎサブフレームの使用がＷＷＡＮ通信への干渉を引き起こすか否かを決定することと、
　を行なうように構成される、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームは、アップリンクサブフレームであり、前記ＷＷＡＮ
サブフレームはダウンリンクサブフレームであり、前記エネルギーはユーザ機器（ＵＥ）
のアップリンク送信から決定され、前記処理システムは、前記ピアツーピア通信が前記Ｕ
Ｅへの干渉を引き起こすか否かに基づいて前記ダウンリンクサブフレームの使用が干渉を
引き起こすか否かを決定する、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームは、ダウンリンクサブフレームであり、前記ＷＷＡＮ
サブフレームはアップリンクサブフレームであり、前記エネルギーは発展型ノードＢ（ｅ
ＮＢ）のダウンリンク送信から決定され、前記処理システムは、前記ピアツーピア通信が
前記ｅＮＢへの干渉を引き起こすか否かに基づいて前記アップリンクサブフレームの使用
が干渉を引き起こすか否かを決定する、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記ＷＷＡＮサブフレームおよび前記第２のＷＷＡＮサブフレームは、同一のＷＷＡＮ
サブフレームであり、前記処理システムは、前記決定されたエネルギーがしきい値を下ま
わるか否かに基づいて前記ＷＷＡＮサブフレームの使用が干渉を引き起こすか否かを決定
する、Ｃ２７に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記エネルギーは、前記ＷＷＡＮサブフレームにおけるリソースの第１のセットにおい
て決定され、前記処理システムは、前記決定されたエネルギーが前記しきい値を下まわる
か否かに基づいて、ピアツーピア通信のための前記ＷＷＡＮサブフレームにおけるリソー
スの第２のセットを使用することを決定するようにさらに構成される、Ｃ３０に記載の装
置。
［Ｃ３２］
　前記リソースの第１のセットは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボルの第１の
セットであり、前記リソースの第２のセットは、ＯＦＤＭシンボルの第２のセットである
、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記ＯＦＤＭシンボルの第１のセットは、物理制御フォーマットインジケータ制御チャ
ネル（ＰＣＦＩＣＨ）を備える第１のＯＦＤＭシンボルである、Ｃ３２に記載の装置。
［Ｃ３４］
　ワイヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）サブフレームの利用可能性を決定することと
、
　前記ＷＷＡＮサブフレームが利用可能な場合にピアツーピア通信のために前記ＷＷＡＮ
サブフレームを利用することと、
　を行うためのコードを備えるコンピュータ読取可能な媒体を備える、コンピュータプロ
グラム製品。
［Ｃ３５］
　前記ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定するためのコードは、
　前記ＷＷＡＮサブフレームがアイドルであることを示す情報を受信するためのコードを
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備える、Ｃ３４に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３６］
　前記情報は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）または前記ｅＮＢと通信しているユーザ機器（
ＵＥ）のうちの１つから受信される、Ｃ３５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３７］
　前記情報は、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）からのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）、物理
ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング、
または物理制御フォーマットインジケータ制御チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）の非検出を介し
て受信される、Ｃ３５に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３８］
　前記ＷＷＡＮサブフレームの利用可能性を決定するためのコードは、
　第２のＷＷＡＮサブフレームのエネルギーを決定することと、
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームの前記決定されたエネルギーに基づいて前記ＷＷＡＮ
サブフレームの使用がＷＷＡＮ通信への干渉を引き起こすか否かを決定することと、
　を行うためのコードを備える、Ｃ３４に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ３９］
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームは、アップリンクサブフレームであり、前記ＷＷＡＮ
サブフレームはダウンリンクサブフレームであり、前記エネルギーはユーザ機器（ＵＥ）
のアップリンク送信から決定され、前記ダウンリンクサブフレームの使用が干渉を引き起
こすか否かを決定することは、前記ピアツーピア通信が前記ＵＥへの干渉を引き起こすか
否かに基づく、Ｃ３８に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４０］
　前記第２のＷＷＡＮサブフレームは、ダウンリンクサブフレームであり、前記ＷＷＡＮ
サブフレームはアップリンクサブフレームであり、前記エネルギーは発展型ノードＢ（ｅ
ＮＢ）のダウンリンク送信から決定され、前記アップリンクサブフレームの使用が干渉を
引き起こすか否かを決定することは、前記ピアツーピア通信が前記ｅＮＢへの干渉を引き
起こすか否かに基づく、Ｃ３８に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４１］
　前記ＷＷＡＮサブフレームおよび前記第２のＷＷＡＮサブフレームは、同一のＷＷＡＮ
サブフレームであり、前記ＷＷＡＮサブフレームの使用が干渉を引き起こすか否かを決定
することは前記決定されたエネルギーがしきい値を下まわるか否かに基づく、Ｃ３８に記
載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４２］
　前記エネルギーは、前記ＷＷＡＮサブフレームにおけるリソースの第１のセットにおい
て決定され、前記コンピュータ読取可能な媒体は、前記決定されたエネルギーが前記しき
い値を下まわるか否かに基づいて、ピアツーピア通信のための前記ＷＷＡＮサブフレーム
におけるリソースの第２のセットを使用することを決定するためのコードをさらに備える
、Ｃ４１に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４３］
　前記リソースの第１のセットは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）シンボルの第１の
セットであり、前記リソースの第２のセットは、ＯＦＤＭシンボルの第２のセットである
、Ｃ４２に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ４４］
　前記ＯＦＤＭシンボルの第１のセットは、物理制御フォーマットインジケータ制御チャ
ネル（ＰＣＦＩＣＨ）を備える第１のＯＦＤＭシンボルである、Ｃ４３に記載のコンピュ
ータプログラム製品。
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